
 1

指定管理業務実績報告書 

  

平成２４年４月２０日 

 

  神 奈 川 県 知 事 殿 

 

株式会社湘南なぎさパーク 

代表取締役社長 高橋  修 

 

 湘南港の管理に関する基本協定書第 44 条第 1 項の規定に基づき、次のとおり平成２３年度

に係る指定管理業務実績報告書を提出します。 

記 

１ 湘南港事業実績報告書 

(1) 業務の運営に係る総括 

平成 18 年度からの 3 年間の湘南港の指定管理者として得た経験と実績を踏まえ、平 

成21年度から25年度までの5年間の指定管理業務を継続受託した３年目の年として、 

利用者へのサービス向上に向けた弾力性、柔軟性ある指定管理業務の実現を図るととも 

に、指定管理者を受託するにあたって提案した基本理念、江の島と一体となった県民に 

開かれたヨットハーバーの実現を目指しました。 

ア 組織体制 

湘南港の指定管理業務を直接的に実施する湘南港管理部については、今年度常勤職員の 

減、通年臨時職員の増及び６月～８月の全日営業体制に併せて管理課窓口業務補助員の期 

間雇用がありましたが、基本的には従前と同じ組織体制で指定管理業務を推進いたしまし

た。 

イ 内部管理体制 

①  施設利用申請における申請書の内容、貼付証紙等について、常に複数者によるチェッ 

 クを励行するとともに、現金については業務終了時のレジスター内に収納した現金の確認 

を行い、証紙については業務終了時に必ず在庫確認を行い、事故防止に努めました。 

  また港営業務管理システムについても、藤沢土木事務所及び当該システムの管理を所 

管している県土整備部システム担当と、より正確で様々なデータを活用できるよう検討を 

すすめ、一艇ごとの利用に当たっての各種統計データの収集がより合理的な方法で出来る 

よう県と調整いたしました。 

② ローテーションによる勤務体制から生じる情報伝達、引継ぎ事項の齟齬がないよう、従 

来に引き続き打ち合わせ内容や共通に認識すべき事項を文書、メモにより連絡、引継ぎを 

行いました。 

各種相談業務や施設の巡視・巡回、環境整備等の実施に当たっては、管理課、ポートサ 

ービス課のセクションに捉われることなく、職員が一体的認識をもって業務を推進してい 

ます。 
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ウ 職員研修 

通年臨時職員及び夏季繁忙期対応のアルバイト等、経験の浅い職員に対しては、業務上

必要な各種資料を基に研修を行うとともに、日常の実際上の業務執行を通して随時指摘し

て修正を行う等のオンザジョブトレーニングを行い、早期に戦力となるよう図るとともに、

日常業務についても細かく点検し、質の向上を図りました。 

エ 業務合理化等 

     平成 23 年度は平成 25 年度までの 5 年間の指定管理業務を受託した３年目として、より

質の高い指定管理業務の推進をめざして、従来から行っている業務の合理化、経費の削減

を図るとともに、受託当初に提案した事業の進捗状況を検証し、課題のある事業について

見直しを行うとともに、自主事業の点検・見直しを行って拡張できる事業を検討し、計画

的な業務遂行に努めました。 

(2) ヨットハーバー業務に係る総括 

ア 利用承認業務 

① 最も重要かつ基本的な業務であることから、利用承認申請書の内容チェック、証紙確 

 認等を複数の眼で行うなど、遺漏のないように事務を執行しています。 

② 利用承認期限が満了となる利用者に更新の案内を行うとともに、承認期限を経過して 

も更新手続きが未了の者に対しては速やかに通知、勧告を行い、適正な利用が行われる 

よう努めています。 

③ 学生団体の利用料減免申請にあたっては、所定の手続きを適切に行い、ルールを遵守 

するよう指導しているところですが、従来から多く見受けられる申請書の部印漏れや団

体証明の欠如等類例として関東学連幹事校等を通じて強く注意喚起する一方、申請書類

の簡素化を図り、利用者の負担軽減を行っています。 

また、東日本大震災で被災した大学ヨット部がレースに参加するための支援として利用

料の一部補助を行いました。 

イ 安全管理等サービス業務 

① 電子カードによる「出艇管理システム」、臨時利用者のための出港届及びポートサービ 

ス課との帰着確認で施設利用者の安全確保を行うとともに帰着確認を規定時間内に行わ 

ない団体等については安全管理の観点から出港、帰着報告の遵守を要請しています。 

② 今年度は昨年の営業時間の変更の試行の評判が良かったことから、４月から５月にか

けてのゴールデンウイーク及び６月の全日営業と土日の時間延長、７月８月の全日営

業、時間延長を本格実施いたしました。 

(3)  維持管理業務に関する総括 

ア 施設維持管理業務 

① 施設の老朽化が進み、補修箇所がいたるところで発生しており、利用者への危険防止、 

 サービス水準の維持のため、業者委託や直営により速やかに補修工事を行っています。 

② ヨットハウス建替えが本格的に始動したことを踏まえ、施設利用者との懇談会等を利 

用して建替え内容の情報提供を行うとともに、利用者のニーズを積極的に把握し県に伝 

えています。 
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③ 高齢化社会の到来に伴い、デイセーラクラスのヨットでゆったりと海を楽しみたい 

という人が増えてきており、ディンギーバースの再配置や、既存施設の移転等検討を行 

う際にデインギーバースにデイセーラクラスの艇を置けるよう少し大きめのバースを増

やす等、今後とも利用者の意見等を聞きながら県に提案をしていましたが、3 月に一部

バースの改修工事が行われ 4 月からは大型艇と小型艇が混在するという状況が解消され

ます。 

イ 駐車場管理業務 

① 東日本大震災による 3 月 14 日からの計画停電期間中も、職員による手作業の徴収業 

務の対応で営業を継続いたしました。 

② 夏季は平日でも駐車場利用が多いため、７月１６日(土)から８月３１日(水)は駐車場 

担当者を２名に増員して繁忙期対応をしました。 

③ 老朽化した駐車場管理システムの不調に絡むトラブルが多く、その都度業者に修繕依 

頼をしていますが、業者が到着するまでの間、駐車場担当者の監視が必要になるなど業 

務に支障が生じる場合があります。今後機械の入れ替え等根本的な対策が必要と考えら 

れます。 

ウ 災害時対応業務等 

① 3 月 11 日に発生した東日本大震災に伴う大津波による震災被害地域の甚大な被害を 

 参考に、相模湾での津波発生を想定して「災害時行動マニュアル」の見直しを行い、 

施設利用者のためのライフジャケットの準備や県にヨットで沖合にいる者への連絡方 

法等を湘南港のホームページ等を通じて提案しました。 

また、津波警報が発表された時に揚げる吹き流しを提案し、24 年度から県所轄の他 

の港でも同一の吹き流しを揚げることになりました。 

② 9 月 21 日に関東地方を直撃した台風 15 号では湘南港で最大瞬間風速 43.6 メートル 

を記録し、事務室の窓ガラスの破損、2 階テラスの手すりが落ちるなどの被害がありま 

したが、ハーバー内の艇については若干のディンギーが横倒するなどの被害があり 

ましたが、大多数の艇は、｢災害時行動マニュアル｣に基づく予防行為として職員によ 

る場内点検と、陸置艇、係留艇のロープ補強等行い被害の防止に努めた結果、大きな 

被害は生じませんでした。 

③ 12 月 1 日には国が行った「緊急地震速報訓練」に合わせて｢津波警報発表時の行動マ 

ニュアル｣による対応が可能かの実証訓練を行いました。 

 

⑷ 附帯事業等に係る総括 

 ア 利用者利便事業 

シャワー、ロッカー、会議室等の提供及びレストラン、マリンショップ等事業者への施

設転貸を通じた利用者利便事業については、特にトラブルもなく実施しています。 

 イ 提案事業 

当社が作成・販売している江の島ヨットハーバーのシンボルマーク入りのオリジナル 

グッズの販売を行って施設の広報宣伝の一助としています。 



 4

 (5) 開かれた港湾に向けての取組に係る総括 

ア 開かれた港湾に向けたイベント実施結果 

① 当社として、関係団体、ＮＰＯ法人等が実施するイベントについて、その内容が『開 

かれた港湾』に向けて資するものについては、できる範囲で協力して開かれた港湾に 

向けた雰囲気づくりに努めています。 

特にＮＰＯ法人セイラビリティ江の島が行っているアクセスディンギーによる普及 

啓発事業には、アクセスディンギーフェスタの共催、会議室使用料の免除、広報の実施 

や艇体に対する損害保険料の負担等積極的に支援を行っています。 

② 当社も事務局の一員となっている、島（民）とハーバーの融合を図り、みなとまちづ 

くりを促進しようという『江の島（湘南港）みなとまちづくり協議会』が、７月１０日 

の江の島八坂神社天王祭の神輿海上渡御に際して、海からそれを見ようというイベント 

を実施し、当社としては、受付等のスタッフを始め、観覧艇としてレスキューＳＮＰを

操縦者とともに提供し、全面的にバックアップして利用者から好評を得ました。 

また、秋祭りにおいても乗船希望者の募集受付け事務、イベント会場の設営、参加者

の案内等の支援を行いました。 

イ 利用促進・広報 

  従前に引き続き以下のとおり積極的に利用促進と広報に努めています。 

① 江の島ヨットハーバーを会場とするヨットレース大会を後援、協賛するとともに、優 

勝杯（ＳＮＰ杯）を贈呈する等、ハーバーの利用促進に努めています。 

② 江の島ヨットハーバーのホームページのお知らせ欄やハーバーマスターのブログ等を 

充実させるとともに広報にも努めています。特に気象情報の提供、緊急情報のリアルタ

イムでの対応や、行事等のニュースの提供に向けて改善拡充を図っています。 

③ 今年度からセンタープロムナードを中心に花と緑が年間を通じて楽しめるように関係 

団体とも協力し、花卉植栽による緑化促進を図っています。 

④  ヨットハーバー、緑地等における撮影等の利用希望が多々あり、藤沢市フィルムコ 

    ミッションとも連携を取って利用促進を図るとともに、施設利用者の個人情報保護に配 

慮しつつ、ハーバーの広報に資するものとして、利用を勧めています。 

２ 指定管理料等執行状況報告書 

  別添のとおりです。 


